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0 < a < 1である定数 aに対し，複素数平面上で z = t+ ai（tは実数全体を動く）が
表す直線を ℓとする。ただし，iは虚数単位である。

(1) 複素数 zが ℓ上を動くとき，z2 が表す点の軌跡を図示せよ。

(2) 直線 ℓを，原点を中心に角 θだけ回転移動した直線をmとする。mと (1)で求め
た軌跡との交点の個数を sin θの値で場合分けして求めよ。


